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[背景・目的] 

 国内で供給されている I-125 治療用線源は、model 6711 (Mediphysics 社) と STM 1251 

(BARD 社) の 2 種類がある。これらは線源の構造や組成が異なるため、異なる物理挙動を

示す。本研究ではモンテカルロシミュレーションを用いて、線源の違いによる特性の違い

を理解し、また、線量計算の理論式に含まれる各種関数を算出する。 

[方法] 

 モンテカルロコード EGS 5 を用いて、文献を参考に線源をモデリングし、各線源から放

出される光子エネルギースペクトル、線量分布を計算した。また、非等方関数や放射状線

量関数などのパラメータを算出し、2種類の線源の違いを比較検討した。 

[結果・考察] 

 model 6711からは銀からの特性 X線が観察された。STM 1251は線源に含まれる各種金属

からの特性 X 線が発生しているが、ほとんどが線源内の金属で吸収されており、線源外で

はほぼ観察されなかった。2種類の線源間で、放射状線量関数、非等方性関数共に違う傾向

が見られた。放射状線量関数は組成の違い、非等方性関数は線源の構造の違いによる影響

がそれぞれ大きいと考えられる。 

 

 

 

Fig.1 I-125治療用線源の幾何学的構造（左：model 6711
*
 右：STM 1251

**） 
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